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第 8 回  杉 浦 地 域 医 療 振 興 助 成

矢津 剛 氏
医療法人　矢津内科消化器科クリニック　院長

北九州緩和ケアネットワーク

1.【運営開催趣旨】
　2017年12月北九州緩和ケアネットワークを有志の

方々・事業体約50施設と結成し、北九州市と共催、北九

州市医師会の後援を得て開催させていただきました。

2025年〜2040年に至る多死社会を迎えるにあたり、少

しでも身近な問題として市民の方に触れていただく機会

にしていただくとともに、医療やケアを提供する方々に

も学びと交流の場を提供させていただいております。地

域緩和ケアは、緩和ケア病棟やがん連携拠点病院の緩和

ケアチームのだけでなく、がん患者・非がん患者さんの

生活の場を支えるもので、自宅や終の棲家となる介護施

設や在宅緩和ケアチームとの連携が必須となります。北

九州緩和ケアネットワークは定例研修会および年1回の

市民対象とする在宅ホスピスフェスタを開催します。

2.【2018年度成果】
過去活動実績は以下の通りです。

平成29年12月…在宅ホスピスフェスタ

平成30年 2月…「秋山正子講演会・在宅ケアのつながる力」

平成30年 3月…「介護施設における看取りの現状」

平成30年 6月…症状マネージメント研修会2回

平成30年 7月…看護緩和ケア研修会「ELNEC北九州」開催

平成30年 9月…臨床倫理事例検討会2回

平成30年10月…「介護施設における意思決定支援から看取りまで」

平成30年11月…在宅ホスピスフェスタ（医療・介護従事

者・一般市民対象）

3.�【2019年度　北九州緩和ケアネットワーク
活動スケジュール】

2019年3月9日（土）13時半〜16時半会場：八幡医師会視聴覚室

●在宅ホスピスを語る会「家族と過ごす大切な時間」参加

予定人数100人

　井手消化器呼吸器外科医院　井手　誠一郎

・膵臓がんで1年以上が経過した方のお話　

・胃がん術後の肝転移で1週間という限られた時間を過

ごされた方のお話　健和会上津役診療所　川本京子

・卵巣がん術後7年間闘病生活を送り、その間にすべての

準備をされた方のお話
2019年5月20日（月）会場：小倉記念病院　4階　講堂

●非がん性呼吸器疾患の緩和ケア　参加人数　　200人

　講演：津田　徹先生　霧ヶ丘つだ病院
2019年7月6日（土）　会場：小倉記念病院　4階

●死の臨床研究集会九州支部大会　参加予定人数300人

　9時〜　 介護職のための看取りワークショップ　

　13時〜　事例検討2題・在宅・デイホスピスについて語り合おう
2019年9月上旬（土、日）会場：北九州市立医療センター研修室参加予定人数30人

●ELNEC－Jコアカリキュラム看護師教育プログラム
2019年9月下旬

●シンポジウム「急性期病院からの退院連携を考える」　
参加予定人数150人

2019年10月27日（日）

●�在宅ホスピスフェスタ北九州予定参加人数500〜

700人参加無料

　会場：AIM　3階　展示室、会議室

　テーマ「探しにおいでよ…自分らしい生き方」

　副題　治療の選択・療養の選択

　シンポジウム「がんが再発・転移した時あなたは？」

江崎泰斗、原口勝、清水大一郎、岩崎瑞枝、五十嵐享平

　午後　在宅ホスピスを語る会、北九州市民が希望する

終末期ケアとはなどシンポジウム等　がん患者や市民団

体等も招いて開催。


